
第　1　章　　　秋田県のすがた

　　１　　地　　　勢

　　　 

　　２　　沿　　　革

　　　

　　　

　　　

　　　

第 1 節 地 勢 ・ 沿 革

本県は、首都東京のほぼ真北約４５０ｋｍの日本海
沿岸にあって面積１１，６３７．５ｋ㎡（全国第６位）、１３
市９町３村に区分されています。

県北には、 鷹巣、 大館、 花輪の諸盆地、 県南には
横手盆地などがあり、また雄物川、米代川、子吉川な
どの河川に沿って肥沃な耕地が展開し、その下流に
は秋田、能代、本荘の各平野が開け、多くの都市が発
展しています。

秋田の地名が歴史に現れたのは、斉明４年（西暦
658年）、阿部比羅夫が蝦夷を支配下に置いたときと
伝えられています。

関ヶ原合戦後の慶長７年（西暦1602年）佐竹義宣が
常陸より国替を命ぜられ、秋田６郡20万石の領主とな
りました。その後、明治維新までの約260年間の間に、
鉱山の開発や新田の開拓など、産業経済の礎を築い
てきました。

明治４年の廃藩置県により秋田県が誕生して以来、
多くの人々が郷土の発展に力を尽くし、今日の秋田が
築かれてきました。
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久　　保　　田　　領

由　　利　　郡

久　　保　　田　　藩

　平成１６年度～１７年度　市町村合併
　　　「９市５０町１０村」から「１３市９町３村」となった（詳細はＰ５）。
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岩崎藩(雄勝郡東部）立藩

久保田藩を秋田藩と改称

 　　岩崎県、亀田県、本荘県、矢島県、酒田県の一部（旧仁賀保
　　 領）及び江刺県のうちいまの鹿角市、鹿角郡を編入した。
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１　　自　　　然

２　　気　　　候

　　　が特別豪雪地帯となっています。

　　　　全般に長い冬と短い夏が特徴で、四季の変化がはっきりしています。

最 低 気 温 （℃）

最 高 気 温 （℃）

年 平 均 気 温 （℃）

年間日照時間 （ｈ）

年 降 水 量 （㎜）

降 水 日 数 （日）

雪 日 数 （日）

最 深 積 雪 （㎝）
※資料 ： 気象庁ＨＰ「平成２８年気象データ」

※秋田の（　）書きは平年値（1981～2010の30年間の平均）
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東　京
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札　幌 仙　台

本県は、全国で６番目という広い面積を持ち、春の新緑、夏の空と海の青さ、秋の紅葉、冬の雪

色といった色彩感あふれる四季の変化に富んだ自然を誇り、その息吹を身近に感じながら生活す

本県の気候は、概ね出羽山地により海岸部と内陸部の２つに区分されます。海岸部は全般的に

内陸部は夏には比較的高温となり、冬は寒さが厳しく積雪も多くなります。県の面積のほぼ半分

　　　ことができます。

　　　馬海流の影響を受けてしのぎやすく、冬期間でも積雪は少なめです。

第 ２ 節 自 然 ・ 気 象
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１　　人　　　口

　

　　　

　

２　　経済・産業構造

　　　

第 ３ 節 人口・産業構造・面積

本県の人口は、平成２９年４月１日現在で９９万９，６３６人と、１００万人を割り込んでしまいました。
国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口」によると、本県の人口は、平成

５２（２０４０）年に７０万人となり、 ２０１０年比の減少率は全国で最大の３５．６％と推計しています。
また、本県の６５歳以上の人口が占める２０４０年の高齢化率は全国で最も高い４３．８％で、

０～１４歳の年少人口の割合は全国最低の８．３％と推計され、本県の人口減少と少子高齢化が、
一層進むと予想されています。

平成２７年度の本県の経済規模を示す県内総生産は、名目で３兆４，４６１億円、物価変動の影響を
除いた実質では３兆６，０５６億円となっています。

県内総生産を経済活動の種類別にみると、平成２６年度と比較し、農業、運輸業、卸売・小売業など
で増加したほか、建設業でもわずかに増加、一方、鉱業や製造業、電気・ガス・水道業などで減少し、
全体では第１次産業は増加、第２次・第３次産業は減少しています。
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※資料 ： 「平成２７年度秋田県県民経済計算速報」（秋田県）
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3,059 （千円）

区　　分 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度

25,324 （億円）
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36,646 （億円） 36,056 （億円）

国内総生産（実質） 5,103,931 （億円） 5,171,953 （億円）
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【県内総生産の産業別構成比】
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※資料 ： 「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）
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３　　面　　　積

　　　

　　◆秋田県市町村区域図

　　　　
本県の総面積は約１１，６３７．５ｋ㎡、全国第６位で、東京都、埼玉県、千葉県の合計を上回ります。
また、比較的大きかった各市町村の面積規模が、市町村合併によりさらに大きくなり、由利本荘市

と北秋田市の合計だけで東京都や沖縄県を上回り、神奈川県にほぼ等しい面積になります。

　　　　県内市町村数：２５市町村　（１３市９町３村）

　　　　　人口資料 ： 調査統計課HP「秋田県の人口と世帯（月報）」(H29.4)より

　　　　　面積資料 ： 国土地理院HP「全国都道府県市区町村別面積調」(H28.10)」より

秋田市

男鹿市

井川町

大潟村

東成瀬村

秋田市

潟上市

大仙市

17.3.22 潟上市（かたがみし）

旧（昭和町、飯田川町、
天王町）

人口 32,614人
面積 97.72Km2

人口 2,567人
面積 203.69Km2

横手市

にかほ市
羽後町

17.10.1 横手市（よこてし）
旧（横手市、増田町、平鹿町、雄物川町、

大森町、十文字町、山内村、大雄村）
人口 89,820人
面積 692.80Km2

17.10.1  にかほ市
（にかほし）

旧（仁賀保町、金浦町、

象潟町）
人口 24,601人
面積 241.13Km2

美郷町

16.11.1 美郷町

（みさとちょう）
旧（六郷町、千畑町、仙南村）

人口 19,850人
面積 168.34Km2

17.1.11 秋田市（あきたし）
旧 （秋田市、河辺町、

雄和町）
人口 310,906人
面積 906.07Km2

由利本荘市

湯沢市

17.3.22 大仙市
（だいせんし）

旧（大曲市、神岡町、西仙北町、
中仙町、協和町、南外村、
仙北町、太田町）

人口 80,759人
面積 866.77Km2

17.3.22 湯沢市（ゆざわし）

旧（湯沢市、稲川町、雄勝町、
皆瀬村）

人口 45,150人
面積 790.91Km2

17.3.22 由利本荘市
（ゆりほんじょうし）

旧（本荘市、矢島町、岩城町、
由利町、西目町、鳥海町、
東由利町、大内町）

人口 78,110人
面積 1,209.59Km2

18.3.20  三種町（みたねちょう）

旧（琴丘町、山本町、八竜町）
人口 16,463人
面積 247.98Km2

大館市

鹿角市

小坂町

上小阿仁村

藤里町

五城目町

仙北市
17.9.20  仙北市（せんぼくし）

旧（角館町、田沢湖町、西木村）
人口 26,653人
面積 1,093.56Km2

18.3.21  能代市（のしろし）
旧（能代市、二ツ井町）

人口 53,278人
面積 426.95Km2

18.3.27  八峰町（はっぽうちょう）

旧（八森町、峰浜村）
人口 7,073人
面積 234.14Km2

大潟村

男鹿市

北秋田市

17.3.22 男鹿市（おがし）
旧（男鹿市、若美町）

人口 27,366人
面積 241.09Km2

17.3.22 北秋田市
（きたあきたし）

旧（鷹巣町、森吉町、

阿仁町、合川町）
人口 32,216人
面積 1,152.76Km2

三種町

能代市

八峰町

17.6.20 大館市（おおだてし）
旧（大館市、比内町、

田代町）
人口 72,423人
面積 913.22Km2

人口 31,086人
面積 707.52Km2

人口 2,262人
面積 256.72Km2

人口 3,249人
面積 282.13Km2

五城目町
人口 9,164人
面積 214.92Km2

小坂町
人口 5,147人
面積 201.70Km2

八郎潟町
人口 5,919人
面積 17.00Km2

井川町
人口 4,828人
面積 47.95Km2

大潟村
人口 3,019人
面積 170.11Km2

人口 14,805人
面積 230.78Km2

秋田市

大仙市

潟上市
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